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1．概要
　2024年7月19日（金）、アジア・太平洋電気通信共同体

（APT）のWTDC-25準備会合（APT-WTDC-25）が、タ
イ（チェンマイ）及びWeb会議でハイブリッド開催された。
　2025年11月17日～28日にアゼルバイジャンでITU-Dの総
会である世界電気通信開発会議（WTDC-25）が開催予定
である。APT-WTDC-25は、このWTDC-25に向け、アジ
ア・太平洋電気通信共同体（APT）加盟国の共同提案を
作成するなど、APT域内の意見の調整・集約を図るために
開催される準備会合であり、初回である今回を含め計5回
の開催を予定している。
　我が国からは、総務省国際戦略課成瀬専門官が現地参
加、NTTドコモ大槻氏とNICT今中氏がWEB参加した。
参加者総数は約130名（内、現地約30名）で、近藤APT
事務局長、ザバザバITU電気通信開発（BDT）局長ほか
が参加した。
　今回の会合はキックオフ・ミーティングであり、検討体制、

作業方法、会合計画を議論し、承認した。APT共同提案
等の実質的な議論は次回会合以降に行われる。

2．主な結果
（1）検討体制

　各国からの推薦に基づきAPT事務局が調整して作成した
案を基に議論し、表のとおり承認した。我が国より、WG3
議長に大槻氏（NTTドコモ）が就任した。プレナリー副議
長は、我が国より、成瀬専門官を候補としたところ、候補
者数が多く調整を要するが本人が会合に出席していない国
があることから、次回対面開催となる第3回会合で選定す
ることで合意した。

（2）作業方法

　イランから、WTDC決議1（ITU-D手続規則）は変更し
ない、WTDC-22で合意されたITU-D運営計画（Kigali 
Action Plan）をそのまま次会期も継続するべき、とする
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■表．APT-WTDC-25検討体制
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計2件の寄書が、また、オーストラリアから、同手続規則
や同運営計画についてはAPT作業計画をベースに検討し
ていくべき、とする寄書があり、今後、これらを考慮して
作業することで合意した。

（3）会合計画

　事務局より、今後のAPT-WTDC-25の作業計画とスケ
ジュールが提案され、承認した。
　【APT WTDC-25のスケジュール】

　第2回（2024年12月・2日間、オンライン ）
　第3回（2025年3月17～18日、タイ）

　第4回（2025年6月・4日間、場所未定）
　第5回（2025年8月・5日間、場所未定）

　また、WTDC-25に向けては、ITUにおいても各地域会
合（RPM）と6つの地域代表を集めた事前調整会合（IRM）
等を開催予定である。

3．おわりに
　今回の準備会合で、APT-WTDC-25の体制、作業方法、
会合計画が議論され、我が国からも役職者が就任した。今
後のWTDC-25に向けた検討に我が国として貢献していき
たい。

会合報告

■図．WTDC-25に向けたスケジュール




